
経

行
方
・
序
こと広

平

主日

の

i
i科
挙
終
駕
の
時
点
に
立
っ
て

i
i

清
朝
も
終
わ
り
に
近
い
光
緒
三
十
一
年
ハ
一
九
O
五
〉
、
そ
れ
ま
で

千
三
百
余
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
科
挙
、
官
吏
登
用
試
験
制
度

が
、
前
年
の
光
緒
三
十
年
(
一
九
O
四
)
に
行
わ
れ
た
恩
科
を
最
後
と

し
て
爾
後
、
廃
止
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。
『
清
史
稿
』
巻
二
十
四
、

「
徳
宗
本
紀
、
二
」
、
光
緒
三
十
一
年
八
月
の
条
下
で
、

甲
炭
、
詔
廃
科
挙
(
八
月
四
日
、
甲
辰
の
誌
、
一
訪
問
し
て
科
挙
を
廃
す
)
。

と
記
さ
れ
て
い
る
の
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
徳
宗
本
紀
一
、
二
」
を
通
覧
し
、
光
緒
帝
の
治
世
=
一
十

四
年
間
(
一
八
七
五
!
一
九
O
八
)
に
頻
出
す
る
大
事
、
清
仏
戦
争
(
一

八
八
四
J
八
五

γ
日
清
戦
争
(
一
八
九
四
i
九
五
〉
、
そ
し
て
続
く
列
強

に
よ
る
中
国
海
岸
要
街
地
区
の
租
借
(
一
入
九
八
)
、
更
に
そ
の
後
の

戊
成
政
変
(
一
八
九
八

γ
義
和
国
の
乱
〈
一
九
O
O
)
・
辛
丑
条
約
(
一

九
O
一
〉
等
の
記
載
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
圏
内
的
な
一
小

力日

賀

栄

治

事
の
如
く
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
閣
の
長
い
致
治
制

度
史
、
特
に
官
吏
を
登
用
す
る
考
試
制
度
の
歴
史
や
、
そ
れ
を
支
え

て
来
た
社
会
の
文
化
史
・
精
神
史
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
は
や
は
り
、

大
き
な
節
目
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
来
た
る
学

術
・
思
想
・
教
育
・
文
化
が
、
大
き
く
変
化
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で

も
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
に
お
い
て
、
科
挙
、
す
な
わ
ち
一
定
の
科
自
を
立
て
、
試
験

に
よ
っ
て
官
吏
を
登
用
す
る
制
度
は
、
周
知
の
通
り
、
惰
代
に
始
ま

り
、
唐
代
に
盛
ん
と
な
り
、
宋
代
に
整
備
さ
れ
、
開
閉
・
清
に
至
っ
て

極
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
概
要
を
日
記
載
し
て
い

る
の
が
、
『
新
麿
意
同
』
に
始
ま
る
歴
代
正
史
の
「
選
挙
士
山
」
(
『
遼
史
』

の
み
は
「
選
挙
志
」
が
な
い
)
で
あ
る
。
『
清
史
稿
』
で
も
、
ま
た
「
選

挙
士
山
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
光
緒
三
十
一
年
の
科

挙
停
廃
を
記
載
し
た
後
、

是
こ
に
於
い
て
、
沿
襲
す
る
こ
と
千
余
年
の
科
挙
制
度
は
、
根
本
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し
だ
い

よ
り
初
期
除
せ
ら
れ
、
間
後
、
学
校
は
自
に
瀬
に
推
広
せ
ら
れ
、
学

術
思
想
も
之
に
図
り
て
変
遷
す
。
此
れ
其
の
大
関
鍵
な
り
(
「
選
挙

志
二
、
学
校
二
」
〉
0

と
言
っ
て
い
る
。

私
は
今
、
こ
の
科
挙
終
駕
の
時
点
に
立
っ
て
、
そ
れ
が
学
術
思
想

変
遷
の
大
関
鍵
と
い
わ
れ
る
実
際
的
意
味
内
容
を
考
え
、
そ
の
視
点

を
、
科
挙
廃
止
の
直
接
的
理
由
か
ら
、
次
第
に
移
行
さ
せ
つ
つ
、
つ

い
に
は
、
科
挙
の
根
抵
た
る
経
蓄
の
行
方
が
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う

か
、
に
至
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
問
う
べ
き
は
、
千
三
百
余
年
も
続
い
て
い
た
科
挙
が
、
清
朝

の
末
年
に
至
っ
て
、
な
に
ゆ
え
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
、

そ
の
点
で
あ
ろ
う
。

も
と
よ
り
、
物
盛
ん
な
れ
ば
別
ち
衰
え
、
物
極
ま
れ
ば
尉
ち
変

ず
。
科
挙
廃
止
に
至
る
必
然
性
は
、
長
い
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

て
来
た
、
科
挙
の
実
態
内
容
と
そ
の
推
移
の
中
か
ら
求
め
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
み
f

こ
こ
で
詳
述
す
る
余
裕
が
な
い
。
そ

れ
は
し
ば
ら
く
、
科
挙
の
歴
史
や
実
態
を
説
く
専
著
ハ
例
え
ば
、
宮
崎

市
定
『
科
挙
』
秋
田
屋
版
、
同
『
科
挙
l
i中
国
の
試
験
地
獄
』
中
公
新
書
版
、

今
共
に
『
宮
崎
市
定
全
集
日
科
挙
』
所
収
、
一
九
九
一
一
一
、
岩
波
書
広
、
な
ど
〉

に
委
ね
て
お
く
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
科
挙
廃
止
の
時
点
に
お
い
て
当

路
の
要
に
在
り
、
産
接
そ
の
こ
と
に
間
関
わ
っ
た
者
た
ち
の
発
言
に
、

耳
を
傾
け
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

今
、
『
皇
朝
続
文
献
通
考
』
巻
八
十
七
、
「
選
挙
考
回
、
挙
士
」
で

は
、
光
緒
三
十
一
年
、
「
実
世
凱
・
張
之
、
将
等
、
科
挙
を
罷
め
ん
こ

と
を
奏
す
、
絡
に
称
す
ら
く
」
と
し
て
、
ほ
ぼ
そ
の
奏
請
の
全
文
を

掲
げ
て
い
る
。
そ
の
奏
請
に
お
い
て
、
科
挙
の
停
廃
一
を
急
ぐ
べ
し
と

す
る
直
接
的
理
由
は
、
科
挙
を
廃
止
し
て
新
教
育
制
度
・
「
学
堂
教

育
」
を
推
進
し
な
け
れ
ば
、
現
在
危
殆
に
瀕
し
て
い
る
国
情
を
建
て

産
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
す
る
が
故
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

科
挙
の
弊
は
、
古
今
、
人
(
人
一
般
で
は
な
く
官
界
の
要
路
に
在
る
人
〉

き
わ

こ
れ
を
品
一
一
向
う
こ
と
蒸
め
て
詳
ら
か
な
り
。
而
う
し
て
科
挙
の
、
学

堂
を
阻
擬
し
人
才
を
妨
誤
す
る
こ
と
は
、
庄
世
凱
・
直
之
洞
等
、

亦
部
い
に
奏
陳
を
経
る
こ
と
久
し
o

(

中
略
〉
痘
等
、
大
局
を
黙
観

し
、
時
趨
を
熟
察
す
る
に
、
見
在
の
危
迫
せ
る
情
形
は
、
更
に
議

日
よ
り
も
甚
だ
し
。
市
る
に
科
挙
一
日
停
せ
ざ
れ
ば
、
土
人
は
皆

得
第
〈
科
挙
合
格
)
を
徴
倖
す
る
心
を
有
ち
、
以
て
其
の
(
学
堂
で

の
)
砥
璃
実
修
の
志
を
分
か
た
ん
。
(
中
略
〉
故
に
時
簸
を
補
救
せ

ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ら
ず
学
校
を
推
広
す
る
よ
り
始
む
べ
く
、
学

校
を
推
広
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ら
ず
先
ず
科
挙
を
停
す
る
よ
り

始
む
べ
し
。
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と
一
一
一
日
う
の
が
、
そ
の
要
で
あ
り
、
科
挙
の
停
廃
と
新
教
育
制
度
の
推

進
と
は
、
い
わ
ば
表
裏
の
関
係
に
お
い
て
一
体
を
な
す
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
言
う
「
学
堂
」
と
は
、
端
的
に
い
っ
て
、
欽

米
や
日
本
な
ど
の
近
代
教
育
制
度
に
範
を
採
っ
た
、
系
統
的
・
一
貫

的
な
学
校
教
育
制
度
を
指
す
。
そ
し
て
、
そ
の
新
教
育
制
度
に
基
づ

く
教
育
改
革
は
、
光
緒
二
十
七
年
ハ
一
九
O
一
〉
の
方
針
決
定
に
始
ま

り
、
翌
二
十
八
年
ハ
一
九
O
ニ
〉
の
「
欽
定
学
堂
章
程
」
で
成
案
を
得
、

更
に
そ
の
翌
二
十
九
年
〈
一
九
O
一
一
一
)
の
「
重
訂
学
堂
章
程
」
に
至
っ

て
、
頒
布
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る

Q
学
堂
章
程
」

制
定
の
推
移
と
そ
の
内
容
は
、
『
清
史
稿
』
「
選
挙
士
山
二
、
学
校
ニ
」
、
参
照
〉
。

な
に
ゆ
え
に
、
こ
の
「
学
堂
教
育
」
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
と
表
裏
の
関
係
に
お
い
て
、
科
挙
を
廃
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
前
掲
、
実
・
張
ら
の
奏
誇
で

一
一
一
一
向
う
「
欽
補
救
時
媛
、
必
自
推
広
学
校
始
」
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
り
、
そ
の
「
時
期
鰍
」
は
「
危
迫
情
形
」
と
な
っ
て
い
る
の

に
、
科
挙
は
「
阻
擬
学
堂
、
妨
誤
人
才
」
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ

た
。
『
清
史
稿
』
巻
一
百
六
、
「
選
挙
士
山
序
」
で
、

お

よ

す

み

や

末
造
に
治
ん
で
、
世
変
は
自
に
一
盛
か
な
り
。
論
者
謂
え
ら
く
、
科

目
の
人
才
ハ
科
挙
で
登
用
し
た
人
材
〉
は
、
時
務
に
応
ず
る
に
足
ら

ず
、
毅
然
と
し
て
科
挙
を
罷
め
、
学
校
を
興
す
ベ
し
、
と
。
〔
か

く
て
〕
東
西
各
宿
の
教
育
の
新
制
を
採
り
、
唐
宋
以
来
の
選
挙
の

成
規
を
変
ぜ
り
。

と
一
一
一
一
向
う
の
も
ま
た
、
同
じ
意
味
を
、
歴
史
の
結
果
に
立
っ
て
述
べ
た

も
の
と
解
し
得
ょ
う
。

さ
て
、
右
に
「
持
簸
」
と
一
す
一
ロ
い
、
「
世
変
」
と
言
う
、
清
朝
政
府
が

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
内
外
の
簸
難
変
事
は
、
や
は
り
ま

ず
、
道
光
二
十
年
三
八
四
O
〉
の
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
指
を
屈
す
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
中
華
帝
留
を
根
抵
か
ら
揺
さ
ぶ
る
も
の
で

あ
り
、
つ
い
に
は
帝
国
の
滅
亡
を
も
た
ら
す
大
き
な
震
動
で
あ
っ

た
。
清
朝
は
、
そ
の
後
に
続
く
太
平
天
国
の
乱
(
一
八
五
O
J
六回〉、

ア
ロ

i
戦
争
ハ
一
八
五
六
l
六
O
〉
を
経
て
、
斜
陽
落
日
の
道
を
ひ
た

走
り
に
走
り
、
や
が
て
光
緒
の
治
世
か
ら
宣
統
の
治
世
へ
と
歪
り
、

辛
亥
革
命
(
宣
統
三
年
、
一
九
一
一
〉
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
そ
の
間
に
、
「
時
椀
棋
を
補
救
」
し
、
「
世
変
」
に
対
処

せ
ん
と
し
た
改
革
運
動
が
興
っ
た
。
し
か
し
、
軍
事
中
心
の
富
国
強

兵
を
図
る
べ
く
、
近
代
化
の
営
為
を
盛
ん
に
行
っ
た
「
洋
務
運
動
」

は
、
清
仏
戦
争
・
日
清
戦
争
で
一
敗
地
に
ま
み
れ
た
。
「
中
体
西
用
」

か
ら
「
変
法
自
強
」
ヘ
、
西
洋
の
軍
事
力
・
技
術
力
の
基
を
な
す
制

度
・
教
育
を
摂
取
し
、
中
国
の
そ
れ
を
全
面
的
に
改
革
す
べ
し
と
す

る
「
変
法
運
動
」
も
、
戊
戊
政
変
で
あ
え
な
く
潰
え
た
。
そ
の
後
、

「
時
期
黙
を
補
救
」
す
る
こ
と
は
常
に
後
手
に
ま
わ
り
、
「
世
変
」
は
速
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や
か
に
進
ん
で
行
く
。
「
変
法
運
動
」
に
代
わ
っ
て
興
る
の
が
、
滅
満

輿
漢
を
目
指
す
「
革
命
運
動
」
で
あ
り
、
そ
の
果
て
に
清
朝
が
滅
ぶ

辛
亥
革
命
が
到
来
し
た
こ
と
は
、
も
は
や
説
く
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

清
朝
政
府
が
、
全
面
的
な
制
度
改
革
に
踏
み
切
り
、
新
教
育
制
度

の
制
定
・
実
施
に
至
っ
た
の
が
、
戊
成
政
変
の
後
七
年
で
あ
り
、
科

挙
廃
止
の
認
は
、
更
に
そ
の
翌
々
年
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
大
織
が

制
定
さ
れ
、
憲
法
発
布
・
国
会
開
設
の
期
限
(
一
九
二
ハ
年
と
す
る
〉

を
公
示
布
告
し
た
の
が
、
突
に
、
光
緒
帝
山
崩
御
の
直
前
(
一
九
O
八〉

で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
る
過
程
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
の

す
べ
て
に
つ
、
き
、
手
遅
れ
の
憾
は
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
手
遅
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
制
度
改
革

が
無
意
味
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
た
と
え
そ
れ

ら
が
、
時
勢
の
「
危
迫
し
た
情
形
」
に
押
し
詰
め
ら
れ
た
結
果
で
あ

っ
た
と
は
い
え
、
ま
た
、
そ
の
結
果
の
効
を
蔑
ち
に
は
見
る
こ
と
が

な
か
っ
た
と
は
い
え
、
新
教
育
制
度
の
制
定
・
実
施
な
ど
は
、
中
国

近
代
化
の
た
め
当
然
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
必
至
の
営
為
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
も
し
新
教
育
制
度
の
実
施
を
妨
げ
る
も
の
が
科
挙
で

あ
る
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
科
挙
の
廃
止
は
ま
た
、
歴
史
の
必
然
の
結

果
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
突
は
、
そ
の
時
点
で
科
挙

は
、
形
態
上
か
ら
も
内
容
上
か
ら
も
、
極
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

先
に
私
は
、
明
・
清
の
科
挙
を
、
科
挙
制
度
と
し
て
は
極
ま
っ
た

も
の
と
言
っ
た
。
そ
れ
は
、
外
す
な
わ
ち
制
度
の
組
織
形
態
と
、
内

す
な
わ
ち
実
施
の
内
容
方
法
と
の
、
内
外
両
方
に
お
い
て
、
ほ
と
ん

ど
極
度
と
い
っ
て
よ
い
状
態
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
弊

害
も
、
極
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
は
、
そ
の

問
題
に
視
点
を
移
行
し
た
い
。

中
国
に
お
い
て
は
、
古
来
、
公
的
に
学
校
が
設
立
さ
れ
る
場
合
、

そ
こ
で
養
成
さ
れ
る
人
材
は
、
制
度
と
し
て
の
学
校
の
規
模
・
種
類

や
、
そ
の
所
在
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
国
家
有
用
の
人

材
、
す
な
わ
ち
官
吏
と
な
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
歴
代
正
史
の
「
選
挙
志
」
に
お
い
て
は
、
叙
述
の
量
の
多
少
・

精
粗
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
学
校
教
育
制
度

や
学
校
試
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
明
・
清
に
至
る
と
、
こ
の

学
校
教
育
が
、
制
度
的
に
科
挙
と
密
着
し
た
関
係
と
な
っ
て
い
る
。

清
代
の
学
校
教
育
は
、
前
述
し
た
清
宋
の
「
学
堂
教
育
」
制
定
以

前
は
、
全
く
現
代
の
学
校
教
育
の
形
態
を
踏
襲
し
て
な
さ
れ
て
い

た。

さ
き

有
清
の
学
校
は
、
肉
に
現
制
に
沿
う
。
京
都
に
爵
学
と
臼
い
、

並
び
に
八
旗
・
宗
室
等
の
官
学
を
設
く
。
産
省
に
府
・
州
・
県

学
と
釘
う
ハ
明
一
清
史
稿
』
「
選
挙
志
一
、
学
校
ご
〉
。
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右
の
「
八
旗
宗
室
等
官
学
」
は
、
も
と
よ
り
現
代
と
は
関
わ
り
な

く
、
別
格
と
す
べ
き
も
の
。
学
校
は
、
間
関
・
清
と
も
に
、
国
学
と
府

州
県
学
と
の
こ
つ
に
大
別
さ
れ
る
が
、
こ
の
学
校
の
教
育
が
、
突
は
、

科
挙
の
予
備
校
的
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
明
史
』
巻
六
十
九
、
「
選
挙
士
山
序
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。選

挙
の
法
に
は
、
大
路
四
有
り
。
日
わ
く
学
校
、
日
わ
く
科
白

ハ
1
科
挙
)
、
日
わ
く
薦
挙
(
漢
の
察
挙
に
当
た
る
推
薦
制
で
、
国
初
に
行

わ
れ
、
間
も
な
く
廃
止
〉
、
日
わ
く
鐙
選
(
任
官
に
当
た
っ
て
の
選
考
で
、

試
験
で
は
な
い
)
な
り
。
学
校
は
以
て
之
を
教
育
し
、
科
目
は
以
て

之
を
登
進
し
、
薦
挙
は
以
て
之
を
芳
招
し
、
鐙
選
は
以
て
之
を
布

列
す
。
天
下
の
人
才
は
是
こ
に
尽
く
せ
り
。

間
関
制
は
、
科
目
を
盛
ん
と
為
し
、
卿
・
相
は
皆
此
れ
よ
り
出
で
、

学
校
は
、
別
別
ち
才
を
儲
わ
え
て
以
て
科
目
に
応
ぜ
し
む
る
も
の
な

り
。
其
の
学
校
通
籍
(
学
校
の
入
学
試
験
に
合
格
し
て
学
校
に
籍
を
置

く
こ
と
〉
を
径
由
す
る
は
、
亦
科
自
の
亜
(
次
の
も
の
、
前
段
階
的
'

予
備
校
的
な
も
の
〉
な
れ
ば
な
り
。

す
な
わ
ち
、
「
選
挙
之
法
」
は
四
つ
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
、
試
験

が
行
わ
れ
る
「
学
校
」
と
「
科
目
」
と
の
こ
つ
で
あ
り
、
「
学
校
」

は
教
育
機
関
、
「
科
目
」
は
官
吏
登
用
試
験
で
、
別
偲
の
如
く
言
い
な

が
ら
も
、
突
は
、
「
学
校
」
は
「
亦
科
目
之
直
也
」
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。つ

ま
り
、
明
・
清
の
学
校
教
育
制
度
は
、
ほ
と
ん
ど
全
面
的
と
い

っ
て
よ
い
ほ
ど
、
科
挙
の
考
試
制
度
に
繰
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
右
に
続
く
「
選
挙
士
山
ご
の
冒
頭
で
、
「
科
挙
は
必
ず

学
校
に
由
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
科
挙
制

度
全
体
の
組
織
形
態
は
治
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
鬼
大
化
は
、
そ
の

反
面
、
各
段
階
ご
と
に
課
せ
ら
れ
る
試
験
の
数
が
ふ
え
、
ふ
る
い
に

掛
け
ら
れ
る
回
数
が
増
大
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

も
と
も
と
科
挙
は
、
誰
で
も
が
受
験
で
き
る
開
放
性
と
、
そ
の
試

験
の
厳
し
さ
・
公
平
性
と
を
特
長
と
し
て
生
起
し
、
発
展
し
、
持
続

さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
跨
・
唐
は
さ
て
措
き
、
宋

代
に
至
る
と
、
科
挙
に
応
ず
る
者
が
お
び
た
だ
し
い
数
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
任
用
で
き
る
官
識
に
は
限
り
が
あ
る
。
科
挙
制
度
が
宋
代

に
至
っ
て
整
備
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
の
は
、
科
挙
の
本
旨
に
立
ち
な

が
ら
も
、
い
か
に
し
て
ふ
る
い
に
掛
け
て
良
質
の
人
材
を
得
る
か
、

そ
の
た
め
の
形
態
と
内
容
の
整
備
で
あ
っ
た
。
明
・
清
に
至
る
と
、

科
挙
に
応
ず
る
者
は
い
っ
そ
う
ふ
え
た
。
学
校
を
科
挙
に
繰
り
込
ん

だ
の
は
、
組
織
形
態
の
さ
ら
な
る
整
備
を
図
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
。

し
か
し
そ
こ
で
は
、
誰
で
も
が
受
験
で
き
る
開
放
性
の
拡
大
し
た
形

を
採
り
な
が
ら
も
、
一
方
、
そ
の
厳
し
き
・
公
平
性
を
堅
持
せ
ん
が

た
め
、
段
階
ご
と
に
課
す
る
試
験
の
数
が
、
前
代
よ
り
も
い
っ
そ
う
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ふ
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
、
学
校
を
含
め
た
明
・
清
の
科
挙
制
度
の
組
織
形
態
を
、
試
験

の
十
聞
か
ら
概
観
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
試
験
の
種
別
か
ら
い
え
ば
、

学
校
の
入
学
試
験
(
「
学
校
通
籍
」
)
で
あ
る
学
校
試
と
、
普
通
文
官
試

験
で
あ
る
郷
試
(
省
都
所
在
地
で
受
け
る
も
の
〉
と
、
高
等
文
官
試
験
で

あ
る
会
試
(
中
央
政
府
所
在
地
で
受
け
る
も
の
〉
、
及
び
殿
試
(
ま
た
廷
試
。

会
試
合
格
者
が
最
終
的
に
天
子
の
も
と
で
試
験
さ
れ
る
も
の
)
と
に
大
別
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
合
格
し
た
後
の
資
格
名
を
い
え
ば
、
学

校
試
に
合
格
し
て
生
員
と
さ
れ
、
郷
試
に
合
格
し
て
挙
人
と
さ
れ
、

会
試
に
合
格
し
殿
試
を
通
っ
て
進
士
と
さ
れ
る
。

以
上
が
そ
の
大
畑
別
で
あ
る
が
、
一
た
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
で
実

際
に
行
わ
れ
る
回
数
・
段
階
を
見
る
と
、
実
に
援
雑
に
重
層
化
さ
れ

て
い
る
。
学
校
試
で
生
員
と
な
る
た
め
に
は
(
「
爵
学
」
の
場
合
は
、
今

略
す
〉
、
ま
ず
県
や
州
・
府
に
設
け
ら
れ
た
県
学
・
府
学
で
、
知
県
・

知
府
が
主
宰
す
る
入
学
試
験
を
受
け
て
室
生
と
な
り
、
そ
の
童
生
が

府
ま
た
は
州
に
設
け
ら
れ
た
学
院
で
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
学
政

官
が
主
宰
す
る
歳
試
(
院
試
と
も
い
う
〉
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
生
員
が
、
次
の
科
挙
試
、
郷
試
に
応
ず
る
た
め
に
は
、
そ

の
基
礎
資
格
と
し
て
科
試
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
郷
試
に
合
格

し
て
挙
人
と
な
っ
た
者
も
、
更
に
挙
人
覆
試
を
通
ら
な
け
れ
ば
、
最

上
級
の
会
試
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
次
々
と
設
け
ら
れ
て
い
る
関
門
を
通
っ
て
、
よ
う

や
く
最
上
級
に
ま
で
達
し
、
進
士
の
資
格
を
得
る
こ
と
は
、
も
と
よ

り
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
当
然
、
各
段
階
ご
と
に
、
ふ
る
い
に

掛
け
て
怒
と
さ
れ
、
待
機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
の
数
が
増
す
。

恐
ら
く
、
科
挙
浪
人
は
定
大
な
数
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
待

機
年
数
も
長
か
っ
た
。
そ
の
問
、
憂
き
身
を
や
っ
し
て
受
験
準
備
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
力
の
消
耗
は
大
き
い
し
、
何
よ
り
も

心
身
共
に
疲
れ
果
て
る
。

し
か
も
、
組
織
形
態
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ふ
る
い
に
掛
け

ら
れ
た
待
機
浪
人
は
、
低
段
階
ほ
ど
多
く
な
る
。
そ
こ
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
現
象
が
克
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
呉
敬
梓
(
一
七
O
一、/、

五
四
)
の
『
儒
林
外
史
』
に
描
か
れ
る
人
物
に
は
、
な
ん
と
「
白
首

の
室
生
」
が
多
い
こ
と
か
。
魯
迅
(
一
八
八
一

J
一
九
一
一
一
六
〉
の
小
説

「
孔
乙
己
」
の
主
人
公
は
、
幾
度
受
け
て
も
生
員
(
秀
才
〉
に
は
な
れ

ず
、
童
生
ど
ま
り
で
い
る
う
ち
に
科
挙
が
廃
止
さ
れ
、
魂
の
抜
け
が

ら
の
ま
ま
友
れ
に
も
消
え
て
行
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
科
挙
を
目
指
す
者
は
け
っ
し
て
減
る
こ
と
な

く
、
む
し
ろ
ふ
え
続
け
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
た
だ
開
放
性
の
た
め

の
み
で
は
な
い
。
清
初
以
来
の
規
定
で
は
、
一
た
び
院
試
(
議
試
〉
に

合
格
し
て
生
員
と
な
れ
ば
、
径
役
が
免
除
さ
れ
、
給
費
生
と
も
な
り

得
る
し
、
何
よ
り
も
社
会
的
・
政
治
的
に
は
礼
遇
を
受
け
、
法
的
に
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も
保
護
さ
れ
る
(
『
清
会
典
事
例
』
巻
一
ニ
百
八
十
九
「
札
部
、
学
校
、
考
試

規
条
」
、
参
照
〉
。
だ
か
ら
生
員
は
、
俗
に
「
秀
才
」
と
も
よ
ば
れ

Q
日

知
録
』
巻
十
六
、
秀
才
〉
、
童
生
の
家
族
は
、
必
死
に
な
っ
て
秀
才
を

期
待
し
応
援
し
た
。
「
自
首
の
室
生
」
が
ふ
え
続
け
、
第
二
、
第
一
一
一

の
孔
乙
己
が
な
お
出
る
で
あ
ろ
う
わ
け
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
し
か
も

そ
れ
ら
が
ふ
え
続
け
る
こ
と
は
、
生
産
農
民
か
ら
み
れ
ば
、
百
害
あ

っ
て
一
利
な
し
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
の
、
科
挙
制
度
の
落
大
化
が
も
た
ら
す
弊
害
を
衝
き
、
生
員
制

の
廃
止
を
主
張
し
て
い
る
の
が
、
顔
炎
武
三
六
二
一
一
!
八
二
〉
の

「
生
員
論
」
で
あ
る
。
今
、
『
亭
林
文
集
』
巻
一
に
載
せ
る
「
生
員
論

上
、
中
、
下
」
は
、
恐
ら
く
顧
炎
武
の
若
い
こ
ろ
、
明
末
に
書
か
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
要
す
る
に
、
定
大
な
る
数
の
遊
民
的
存

在
と
な
っ
て
い
る
生
員
の
実
態
と
、
そ
の
被
害
を
指
摘
し
、
且
つ
ま

た
、
受
験
準
備
オ
ン
リ
ー
の
学
習
か
ら
生
ず
る
学
問
の
質
の
悪
さ
を

衝
き
、
学
校
を
繰
り
込
ん
だ
こ
の
制
度
を
廃
止
し
て
、
古
制
に
復
す

べ
し
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
こ
の
科
挙
の
組
織
形
態
の
落
大
化
、
学
校
が
科
挙

の
予
備
校
と
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
へ
と

関
わ
っ
て
行
っ
た
。
学
校
で
は
、
広
い
知
識
・
技
能
の
修
得
や
人
間

形
成
な
ど
、
本
来
の
教
育
が
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

現
・
清
の
学
校
は
、
そ
の
名
は
あ
れ
ど
も
実
は
な
し
、
教
官
に
は
教

育
の
突
が
な
く
、
生
徒
は
、
た
だ
試
験
を
受
け
る
時
だ
け
登
校
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
家
に
よ
る
教
育
の
放
楽
で
あ
り
、
教

育
が
、
民
間
・
各
家
庭
へ
と
、
全
面
的
に
委
託
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
で
は
国
家
が
、
時
勢
の
推
移
変
化
に
応
じ
て

教
育
制
度
を
改
革
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
甚
だ
困
難
な
も
の
と

な
ら
ざ
る
を
得
ま
い
。
清
朝
に
お
け
る
新
教
育
制
度
の
制
定
・
実
施

が
、
そ
の
滅
亡
に
近
い
持
期
に
至
っ
て
よ
う
や
く
な
さ
れ
た
わ
け

も
、
実
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

題

問
問
・
清
の
科
挙
が
も
た
ら
し
た
弊
害
は
、
そ
の
制
度
の
組
織
形
態

か
ら
指
摘
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
科
挙
で
実
施
さ
れ
る

試
験
の
内
容
方
法
の
留
か
ら
指
摘
し
、
そ
れ
を
批
判
す
る
発
一
一
一
一
口
が
、

古
来
、
よ
り
多
く
立
つ
痛
切
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
明
史
』
巻
七
十
、
「
選
挙
志
二
」
で
は
、
拐
の
科
挙
試
、
す
な
わ

ち
学
校
試
の
次
の
段
階
、
郷
試
・
会
試
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

し
だ
い

科
呂
は
、
唐
・
宋
の
旧
に
沿
う
も
、
稀
に
其
の
土
を
試
す
る
の
法

を
変
じ
、
専
ら
四
子
書
(
「
図
書
」
)
及
び
易
・
書
・
詩
・
春
秋
・
礼

記
の
五
経
の
命
題
も
て
土
を
試
す
る
を
取
る
。
蓋
し
太
祖
の
、
劉

萎
と
と
も
に
定
め
し
所
な
り
。
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ほ

ぽ

な

ら

其
の
文
は
、
略
宋
の
経
義
に
佑
う
も
、
然
れ
ど
も
古
人
の
語
気
に

代
わ
り
て
こ
れ
を
お
ら
し
め
、
体
用
排
偶
せ
し
め
て
、
之
を
八
段

と
謂
い
、
通
じ
て
之
を
制
義
と
謂
う
。

こ
れ
は
、
現
代
の
〈
清
代
も
ま
た
同
一
様
の
)
科
挙
試
の
内
容
方
法
に
つ

き
、
郷
試
で
も
会
試
で
も
、
そ
の
試
験
場
で
は
、
「
図
書
」
・
「
五
経
」

の
経
義
題
が
出
さ
れ
、
そ
の
題
が
提
示
す
る
義
(
経
書
の
意
味
・
精
神
)

を
論
述
す
る
こ
と
、
そ
の
場
合
の
文
章
は
、
古
人
の
語
気
に
代
わ
っ

て
表
現
す
べ
く
八
股
文
の
法
式
に
拠
る
こ
と
、
そ
の
二
点
に
集
約
さ

れ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
要
約
す
れ
ば
右
の
二
点
に
尽
き
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は

問
問
・
清
の
科
挙
試
の
内
容
方
法
の
全
部
を
一
一
一
一
口
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
明
・
清
の
科
挙
試
は
、
一
一
一
場
合
ス
ノ
の
試
験
場
)
で
行
わ

れ
、
首
場
(
第
一
試
験
場
〉
で
は
「
四
番
義
一
ニ
道
(
三
題
〉
、
経
義
四

道
」
、
二
場
で
は
「
論
一
道
、
判
五
道
、
訪
問
・
話
・
表
内
科
一
道
(
判

以
下
は
官
庁
公
文
書
形
式
作
文
と
、
一
一
一
場
で
は
「
経
史
時
務
策
五
道
(
入

股
文
で
繋
く
必
要
が
な
い
と
が
、
試
験
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

Q
明
史
』
「
、
選
挙
士
山
?
と
)
。

ま
た
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
場
の
試
験
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の

中
で
の
重
点
は
、
ま
さ
に
首
場
に
在
っ
た
。
受
験
者
が
八
段
文
で
書

く
の
は
、
首
場
の
答
案
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
試
験
官
も
ま
た
‘

「
主
司
、
巻
ハ
受
験
者
の
答
案
〉
を
関
す
る
や
、
初
場
中
す
る
所
の
巻

(
合
務
と
判
定
で
き
る
答
案
〉
を
復
護
(
繰
り
返
し
点
検
)
す
れ
ど
も
、
其

の
二
・
一
一
一
場
を
深
求
せ
ず
j

一
(
『
日
知
録
』
巻
十
六
コ
ニ
場
」
〉
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
合
否
が
決
ま
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
首
場
の
答
案
に
よ
っ
て

で
あ
り
、
前
掲
・
明
日
開
史
』
が
集
約
し
て
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ

を
指
し
た
こ
と
と
な
る
。
こ
う
な
る
と
、

4

受
験
者
が
最
も
力
を
注
ぐ

の
は
、
当
然
首
場
の
答
案
で
あ
り
、
「
図
書
」
・
「
五
経
」
の
経
義
題

に
対
し
、
い
か
に
論
宮
を
組
み
立
て
て
全
体
構
成
を
図
る
か
、
ま
た
、

そ
れ
を
八
股
文
に
よ
っ
て
、
い
か
に
古
人
の
語
気
を
再
現
さ
せ
て
典

雅
な
も
の
に
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

白
書
義
・
五
経
義
の
出
震
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
、
「
図
書
」
・
「
五
経
」

の
中
の
匂
や
節
を
採
っ
て
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
「
君
命
召
不
倹
駕

行
怠
〈
」
は
、
『
論
一
自
己
郷
党
篇
の
一
章
の
二
勾
で
あ
り
、
「
以
杖
叩
其

座
間
側
党
童
子
」
は
、
三
翠
問
』
憲
問
篇
の
「
原
壌
夷
侯
」
章
の
末
勾

と
、
次
章
の
冒
頭
四
字
と
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
さ
て

措
き
、
後
者
は
、
題
内
二
句
の
義
を
ど
う
関
連

e

つ
け
て
論
述
す
る
か
、

か
な
り
工
夫
を
必
要
と
す
る
。
論
旨
の
組
み
立
て
や
全
体
構
成
に
、

相
当
苦
心
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

ま
た
、
そ
の
題
の
提
示
す
る
義
を
、
八
段
文
の
方
式
に
よ
っ
て
論

述
す
る
に
は
、
ま
ず
「
破
題
」
で
、
二
句
ま
た
は
三
勾
を
用
い
て
ず

そ
れ

ば
り
題
意
を
概
括
し
、
「
中
一
〈
」
字
を
用
い
て
そ
れ
を
承
け
る
「
承
題
」

で
、
題
意
を
確
認
し
た
上
で
、
な
ぜ
こ
れ
を
論
述
す
る
か
を
、
八
句
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ま
た
は
十
句
ほ
ど
で
述
べ
る
。
そ
れ
が
「
起
講
」
と
よ
ば
れ
、
そ
こ

ま
で
が
い
わ
ば
序
論
に
当
た
る
。
そ
の
後
、
八
つ
の
排
偶
ハ
い
わ
ゆ

る
八
股
、
四
組
の
対
偶
的
形
式
)
を
用
い
て
本
論
を
展
開
さ
せ
、
そ
こ

が
最
も
多
い
字
句
数
と
な
り
、
最
後
に
四
句
で
収
結
さ
せ
る
。
こ
れ

が
、
い
わ
ゆ
る
八
股
文
の
文
章
形
式
、
法
式
と
な
っ
た
文
体
で
あ
る

ハ
入
股
文
の
法
式
等
に
つ
い
て
は
、
清
の
梁
章
鎧
の
『
制
義
叢
話
』
、
及
び
鈴

木
虎
雄
『
支
那
文
学
研
究
』
「
入
股
文
の
沿
革
及
び
形
式
」
、
一
九
二
五
、
弘
文

堂
書
房
、
参
照
)
。

こ
う
し
た
文
体
で
経
義
題
の
答
案
を
書
く
こ
と
が
法
式
と
な
っ
た

の
は
、
関
駅
炎
武
に
よ
れ
ば
、
明
の
憲
宗
の
成
化
二
十
一
一
一
年
(
一
四
八

七
〉
の
会
試
か
ら
で
あ
る
と
い
う

Q
日
知
録
』
巻
十
六
「
試
文
格
式
」
)
。

そ
の
淵
源
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
さ
て
措
き
、
こ
う
し
た
文
体
を
駆

使
し
て
文
章
を
作
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。
そ
の
上
そ
れ
を
、
出
題
さ
れ
た
経
義
題
に
郎
し
て
論
旨
を
貫
通

さ
せ
、
古
人
す
な
わ
ち
経
警
の
語
を
吐
く
聖
賢
の
語
気
を
、
そ
こ
に

再
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
受
験
者
に
と
っ
て

は
、
八
股
文
と
い
う
文
章
形
式
の
習
練
と
、
想
定
さ
れ
る
経
義
題
に

も
と
づ
く
論
述
の
習
熟
と
が
、
必
至
の
要
請
と
な
っ
て
く
る
。

そ
の
場
合
、
そ
の
習
練
・
習
熟
に
資
す
る
方
途
を
ど
う
す
る
か
。

も
と
よ
り
、
ま
っ
と
う
に
対
処
す
る
道
は
、
「
西
室
戸
7
「
五
経
」
の

基
本
的
学
修
で
あ
り
、
ま
た
古
来
の
名
文
を
見
習
っ
て
、
ま
ず
文
章

に
上
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
道
を
た
ど
れ
ば
、
極
め

て
長
い
歳
月
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。
既
に
組
織
形
態
が
定
大
化
さ

れ
た
明
・
清
の
科
挙
で
は
、
応
試
す
る
人
数
の
増
加
が
お
び
た
だ
し

い
ば
か
り
か
、
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
門
の
数
が
、
一
つ
や

二
つ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
人
々
が
求
め
る
道
は
、
い
か
に
し
て

捷
径
に
就
き
、
習
繰
・
習
熟
を
図
る
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
捷
径
と
は

何
か
。
過
去
の
科
挙
合
格
者
の
模
範
解
答
を
手
に
し
、
そ
れ
を
抄
写

勤
襲
し
て
習
練
し
、
出
題
傾
向
を
調
べ
上
げ
て
模
擬
題
を
想
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
習
熟
す
る
こ
と
で
あ
る
。

明
・
清
の
社
会
文
化
環
境
、
印
刷
出
版
物
の
普
及
は
、
そ
の
捷
径

に
就
く
使
を
、
科
挙
の
受
験
者
に
大
い
に
与
え
た
。
問
問
・
清
に
お
い

て
は
、
「
墨
一
巻
(
科
挙
合
格
者
の
模
範
解
答
文
ど
も
、
ま
た
そ
れ
に
付

さ
れ
る
「
程
文
(
試
験
官
の
標
準
解
答
文
ど
も
、
刊
刻
し
て
公
示
さ
れ

た
。
書
擦
が
そ
れ
を
見
逃
す
訳
は
な
い
。
直
ち
に
版
を
起
こ
し
て
増

尉
し
、
人
々
の
求
め
に
応
じ
た
。
「
暴
一
巻
」
・
「
程
文
」
や
「
一
房
稿
(
進

土
の
解
答
文
〉
」
・
「
行
巻
(
挙
人
の
解
答
文
〉
」
等
が
、
盛
ん
に
出
回
っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い

Q
B
知
録
』
巻
十
六
「
程
ヌ
で
「
十

八
一
房
」
、
参
照
〉
。
か
く
し
て
、
世
に
出
回
る
出
版
物
は
八
段
文
一
色

の
如
く
に
な
り
、
似
た
り
よ
っ
た
り
の
八
投
書
籍
に
覆
わ
れ
る
か
の

よ
う
に
な
る
。
「
制
義
」
(
ま
た
「
制
芸
」
〉
と
よ
ば
れ
た
八
股
文
が
、

ま
た
「
時
芸
」
・
「
時
文
」
と
よ
ば
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
ま
た
後
世
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「
八
股
」
が
、
「
空
疏
な
形
式
主
義
」
の
代
名
詞
の
如
く
用
い
ら
れ
る

の
も
、
こ
の
「
時
文
」
の
抄
写
動
襲
の
み
を
事
と
し
た
た
め
で
あ

る。
な
お
ま
た
経
義
題
が
、
前
述
の
如
く
「
白
書
」
・
「
五
経
」
の
中
の

勾
や
節
を
採
っ
て
な
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
題
そ
の
も
の
の
想
定
も
、

類
推
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
試
み
ら
れ
、
想
定
問
題
集
が
作
成
さ

れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
習
練
が
ま
た
盛
ん
と
な
る

Q
E知
録
』
巻
十
六

「
擬
題
」
、
参
照
〉
。
し
か
も
そ
の
際
、
過
去
の
出
題
で
は
、
例
え
ば

『
礼
記
』
の
喪
礼
・
喪
服
関
係
や
、
『
詩
経
』
の
淫
風
・
変
雅
な
ど
か

ら
は
、
ほ
と
ん
ど
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
、
経
書
の
中

の
ど
こ
を
読
み
、
ど
こ
を
読
ま
な
く
と
も
よ
い
か
、
経
世
一
間
学
修
の
手

抜
き
案
が
立
て
ら
れ
て
く
る
。
こ
う
し
て
、
模
擬
題
想
定
と
そ
れ
に

基
づ
く
習
練
は
、
「
本
経
も
亦
以
て
読
ま
ざ
る
べ
し
」
、
学
ば
ざ
る
経

蓄
を
あ
ち
こ
ち
に
作
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
(
向
上
)
0

顔
炎
武
が
、
そ
の
有
名
な
経
世
的
読
書
ノ

i
ト
、
『
日
知
録
』
(
初

刻
自
序
は
、
康
閉
山
十
五
年
、
二
ハ
七
六
、
一
一
一
十
二
巻
本
の
刊
行
は
、
康
熊
一
ニ
十

周
年
、
二
ハ
九
五
〉
の
中
で
、
去
っ
の
経
義
論
策
は
、
其
の
名
正
し
と
い

え
ど
も
、
空
疏
不
学
の
人
に
使
な
り
」
ハ
巻
十
六
「
経
義
論
策
」
〉
と
一
一
一
一
向

い
、
「
八
股
の
害
は
、
焚
警
に
等
し
。
荷
う
し
て
人
材
を
敗
壊
す
る

こ
と
は
、
威
陽
の
郊
、
坑
に
す
る
所
の
者
、
た
だ
四
百
六
十
余
人
な

る
よ
り
も
甚
し
き
も
の
有
り
」
〈
巻
十
六
「
擬
題
」
〉
と
一
一
一
一
向
う
の
は
、
ま

さ
に
、
上
述
の
如
き
科
挙
の
弊
害
を
痛
論
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
識
者
に
よ
る
科
挙
批
判
・
八
股
文
攻
撃
は
、
そ
の
後
も

続
く
。
例
え
ば
、
清
朝
後
期
の
襲
自
珍
(
一
七
九
二
!
一
八
四
一
〉
は
、

読
書
人
の
家
系
に
生
ま
れ
、
十
九
歳
、
監
生
ハ
菌
学
の
生
員
)
、
二
十

七
歳
、
挙
人
と
な
り
、
ま
ず
は
顕
調
で
あ
っ
た
が
、
会
試
に
は
四
度

も
落
第
し
、
進
士
と
な
っ
た
の
は
道
光
九
年
ハ
一
入
二
九
)
、
三
十
八

歳
の
持
で
あ
る
(
呉
昌
綬
編
『
定
盆
先
生
年
譜
』
に
拠
る
〉
。
そ
の
彼
が
、

道
光
二
年
三
八
二
二
〉
、
国
史
館
検
討
官
(
内
閣
の
属
官
〉
と
し
て
都

に
い
た
こ
ろ
、
上
可
の
高
官
に
提
出
し
た
意
見
書
、
「
与
人
築
」
が

今
伝
え
ら
れ
て
い
る
(
王
偲
誇
考
定
『
襲
自
珍
全
集
』
第
五
輯
所
収
、
一

九
七
回
、
中
華
書
局
〉
。
そ
の
中
の
第
五
項
で
彼
は
、
次
の
よ
う
に
、

科
挙
の
弊
害
を
痛
烈
に
衝
き
、
制
度
の
更
改
を
強
く
訴
え
て
い
る
。

今
世
、
科
場
の
文
は
、
万
嫁
粗
い
因
り
、
認
は
猟
し
て
取
る
べ

か
た
ど

く
、
貌
は
擬
し
て
肖
る
ベ
し
。
坊
間
の
刻
本
は
、
山
の
如
く
海
の

如
、
く
に
し
て
、
図
書
文
(
H
八
股
文
)
の
士
に
禄
せ
し
む
る
こ
と
、

五
百
年
、
土
の
四
番
文
に
禄
せ
ら
る
る
も
の
、
数
万
輩
な
り
。
既

に
窮
ま
り
既
に
極
ま
れ
り
。

あ
た

関
下
、
何
ぞ
、
今
天
子
大
い
に
為
す
有
ら
ん
と
す
る
初
め
に
及

り
、
上
書
し
て
、
功
令
〈
官
吏
登
用
・
升
級
制
度
〉
を
改
め
、
以
て

真
才
を
収
め
ん
こ
と
を
乞
わ
ざ
る
や
。

科
挙
試
の
内
容
方
法
か
ら
も
た
ち
さ
れ
る
弊
申
告
は
、
こ
の
時
点
、
ま
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さ
し
く
既
に
極
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

五

と
こ
ろ
で
、
明
・
清
の
科
挙
は
、
こ
の
よ
う
に
識
者
に
よ
っ
て
痛

烈
に
批
判
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
既
に
初
め
に
掲
げ
た
亥
・
張

ら
の
奏
請
の
冒
頭
で
、
「
科
挙
の
弊
は
、
古
今
人
こ
れ
を
一
一
一
一
同
う
こ
と

蒸
め
て
詳
ら
か
な
り
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
路
の
要
に
在
る
者
も

ま
た
、
平
く
か
ら
旦
つ
幾
度
も
、
科
挙
の
弊
害
を
指
摘
し
、
そ
の
是

正
更
改
が
奏
上
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
科
挙
は
、
清
朝
の
末
年
に
至

る
ま
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
続
い
た
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
な
ぜ
で

あ
ろ
う
か
。

実
は
、
清
初
の
科
挙
試
で
、
八
段
文
を
課
す
る
こ
と
を
一
時
停
止

し
た
こ
と
が
あ
る
。
言
王
朝
文
献
通
考
』
巻
四
十
八
、
「
選
挙
考
二
、

挙
土
」
で
、

康
郡
山
二
年
、
八
股
文
体
を
停
止
す
。
郷
・
会
試
に
て
は
、
策
論
・

表
・
判
を
以
て
士
を
取
り
、
分
か
ち
て
二
場
と
為
す
。

と
い
う
の
が
そ
れ
で
、
三
場
を
二
場
に
減
じ
、
首
場
の
経
義
題
・
八

股
文
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
そ
こ
で
は
、
そ
の
廃

止
理
由
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
康
照
四
年

三
六
六
五
)
、
礼
部
侍
郎
の
黄
機
(
後
に
宰
相
職
の
大
学
士
と
な
る
〉
が

上
疏
し
て
、
爾
後
は
沼
制
に
拠
っ
て
行
う
べ
し
と
一
一
一
向
い
、
そ
れ
が
受

約
さ
れ
、
間
も
な
く
一
一
一
場
の
旧
制
に
復
す
る
こ
と
と
な
っ
た

Q
皇
朝

文
献
通
考
』
向
上
〉
。

そ
の
時
の
黄
機
の
一
一
一
一
口
を
見
る
と
、
首
場
で
経
義
題
を
課
す
る
自
的

を
、
「
先
ず
経
蓄
を
用
う
る
は
、
土
子
を
し
て
、
聖
賢
の
徴
旨
を
関

発
せ
し
め
、
以
て
其
の
心
術
を
観
る
」
た
め
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
故

に
、
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
、
「
経
書
を
用
い
て
文
を
為
ら
ざ
れ
ば
、
人

将
に
聖
賢
の
学
を
不
講
に
置
か
ん
と
す
。
恐
ら
く
は
、
朝
廷
の
科
を

設
け
て
土
を
取
る
の
深
意
に
非
ざ
ら
ん
」
と
言
う
の
が
、
そ
の
要
と

な
っ
て
い
る
(
向
上
三
つ
ま
り
、
「
設
科
取
土
之
深
意
」
、
科
挙
試
で

経
義
題
・
八
段
文
を
課
し
、
そ
れ
を
首
場
に
置
い
て
重
視
す
る
意
図

は
、
受
験
者
を
し
て
経
蓄
を
よ
く
学
修
さ
せ
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
て

い
る
聖
賢
の
徴
旨
を
闘
き
発
か
に
し
、
そ
れ
を
身
に
体
し
て
い
か
に

こ
こ
ろ
ば
せ

自
己
の
心
術
と
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を
観
る
こ
と
に
在
り
、
し
た

が
っ
て
、
そ
れ
を
麗
止
す
べ
か
ら
ず
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
後
、
乾
隆
三
年
(
一
七
一
ニ
入
)
、
兵
部
侍
郎
の
釘
赫
徳
(
後

に
大
学
土
〉
が
上
疏
し
て
、
科
挙
を
廃
止
し
、
別
に
「
真
才
実
学
」
を

選
抜
ベ
き
考
試
制
度
の
検
討
を
要
誇
し
た
。
そ
の
上
競
の
中
で
、
彼

が
科
挙
の
積
弊
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
点
は
、

時
文
は
徒
空
言
の
み
に
し
て
、
用
に
適
せ
ず
。
墨
巻
一
房
〔
稿
〕
行

〔
巻
〕
は
、
報
転
抄
襲
せ
ら
れ
、
膚
詞
詑
説
は
、
蔓
延
支
離
し
、

有
し
く
も
以
て
科
第
を
取
る
可
く
し
て
止
む
。
士
子
は
各
お
の
一
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経
を
占
し
て
、
毎
経
題
を
擬
し
、
多
き
も
の
は
百
余
、
少
な
き
も

の
は
数
十
な
り
。
古
人
は
畢
生
之
を
治
む
れ
ど
も
足
ら
ざ
る
に
、

今
は
別
ち
数
月
之
を
為
す
の
み
に
し
て
余
り
有
り
(
今
、
『
清
史
稿
』

「
選
挙
志
一
一
一
、
文
科
」
に
拠
る
。
も
と
『
皇
朝
経
世
文
編
』
巻
五
十
七
「
礼

政
四
」
所
収
)
。

と
一
一
一
一
同
っ
て
い
る
通
り
、
既
に
前
節
で
述
べ
た
と
同
じ
事
柄
、
経
義

題
・
八
股
文
の
習
練
・
習
熟
の
た
め
、
捷
径
を
採
る
こ
と
か
ら
生
じ

た
弊
盛
岡
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
礼
部
の
覆
奏
(
上
疏
を

検
討
し
た
結
果
の
答
申
〉
で
は
、
釘
赫
徳
の
上
疏
は
採
用
さ
れ
ず
、
「
科

挙
制
義
は
、
以
て
廃
せ
ざ
る
を
得
た
り
」
ハ
向
上
〉
と
な
っ
た
。
そ
れ

は
な
ぜ
か
。

そ
の
覆
奏
は
、
極
め
て
長
文
旦
つ
多
岐
で
あ
る
た
め
、
今
、
そ
の

全
体
に
言
及
す
る
こ
と
を
略
す
が
、
釘
赫
徳
の
上
疏
を
採
用
し
な
い

理
由
に
つ
き
、
当
面
問
題
と
し
て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
次
の
如
く

一
一
一
一
同
っ
て
い
る
所
が
そ
の
要
点
で
あ
ろ
う
。

時
芸
の
論
ず
る
所
は
、
皆
孔
・
孟
の
緒
一
一
一
一
口
、
精
徴
の
奥
旨
な
り
。

あ
き
ら

之
を
経
史
子
集
に
参
え
し
め
て
、
以
て
其
の
光
華
を
発
か
に
し
、

の
っ
と

之
を
規
矩
準
縄
に
範
ら
し
め
て
、
以
て
其
の
法
律
を
密
に
す
。
小

技
な
り
と
日
う
と
い
え
ど
も
、
文
武
幹
済
、
英
偉
特
達
の
才
は
、

未
だ
嘗
て
其
の
中
よ
り
出
で
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
末
流
の

失
を
力
挽
せ
ん
と
思
わ
ず
し
て
、
牲
を
作
法
の
涼
に
転
ず
る
は
、

は
な
は
あ
や
ま

己
だ
過
た
ず
や
(
向
上
〉
。

右
の
文
中
の
終
わ
り
、
対
を
な
し
て
い
る
「
末
流
之
失
」
・
「
作
法
之

涼
」
と
は
、
実
際
上
、
何
を
指
し
て
い
る
の
か
、
や
や
わ
か
り
に
く

い
。
し
か
し
、
経
義
題
を
八
股
文
で
-
論
述
す
る
こ
と
が
「
小
技
な
り

と
臼
わ
」
れ
る
と
あ
る
限
り
、
「
末
流
之
失
」
と
は
、
経
赫
徳
の
上
疏

で
い
う
積
弊
の
内
容
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
作
法
之
涼
」
と
は
、
「
科
挙
制
度
制
定
方
針
の
理
解
不
足
」
と
い
う

意
味
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
一
一
一
一
口
う
こ
と
も
ま

た
、
前
述
・
黄
機
の
言
う
所
と
、
結
局
は
向
じ
趣
意
で
あ
る
と
い
え

ト

ι
λ

ノ。
科
挙
試
の
内
容
方
法
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
弊
害
は
、
識
者
に
よ
っ

て
指
嬬
・
批
判
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
当
路
の

要
に
在
る
者
の
上
疏
で
も
ま
た
、
そ
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
更

改
・
箆
止
が
奏
請
さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
更
改

も
廃
止
も
さ
れ
や
す
、
つ
い
に
清
末
ま
で
続
い
た
。
そ
の
わ
け
は
要
す

る
に
、
科
挙
の
更
改
・
廃
止
の
奏
請
が
、
「
設
科
取
士
之
、
深
意
」
に

反
す
る
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

で
は
い
っ
た
い
、
科
挙
設
定
の
「
深
意
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、

既
に
揚
げ
た
『
現
士
山
』
「
選
挙
士
山
、
二
」
の
冒
頭
で
も
提
示
さ
れ
て

い
た
が
、
前
掲
二
例
に
よ
っ
て
い
え
ば
、
科
挙
設
定
の
「
深
意
」
と

は
、
経
蓄
を
学
修
さ
せ
、
「
土
子
を
し
て
聖
賢
の
徴
旨
を
開
発
せ
し

( 12 ) 



め
、
以
て
其
の
心
術
を
観
ん
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
在
り
、
「
孔
孟
の

絡
一
一
一
一
向
、
精
微
の
奥
旨
」
を
明
ら
か
に
し
、
八
段
の
き
ま
り
に
の
っ
と

っ
て
、
そ
の
密
度
を
濃
ま
や
か
な
ら
し
め
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
在
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
よ
り
端
的
に
い
え
ば
、
「
四
盛
岡
」
・
「
五
経
」

の
経
蓄
を
学
び
、
そ
れ
を
規
範
と
す
る
精
神
生
活
が
、
中
国
人
に
と

っ
て
当
為
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
を
基
底
に
置
き
、
そ
れ
を
根
拠
と
す

る
科
挙
は
、
廃
止
す
べ
か
ら
ず
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
・
清
五
百

余
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
挙
批
判
・
八
股
文
攻
撃
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
く
ぐ
り
抜
け
て
科
挙
を
持
続
せ
し
め
た
根
抵
に
あ
る
も
の
は
、

突
に
、
経
蓄
を
規
範
と
す
る
中
国
人
の
精
神
生
活
で
あ
っ
た
。
科
挙

は
、
い
わ
ば
そ
の
基
底
の
上
に
設
立
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、
基
底
を

な
す
も
の
の
持
続
こ
そ
が
、
本
命
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
は
い
い
な
が
ら
も
、
科
挙
と
経
書
と
の
つ
な
が
り
は
、
極
め
て

密
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
精
・
唐
の
科
挙
の
当
初
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
が
、
今
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
略
す
。
し
た

が
っ
て
、
た
と
え
明
・
清
の
科
挙
が
、
経
警
の
学
修
に
対
し
て
ま
っ

と
う
な
道
を
歩
ま
せ
ず
、
捷
径
を
採
ら
せ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
が
、

経
意
向
学
修
に
と
っ
て
全
く
無
意
味
な
も
の
と
は
、
直
ち
に
は
い
え
ま

い
。
捷
径
と
は
い
え
、
「
四
番
」
・
「
五
経
」
に
対
す
る
不
断
の
学
修

な
く
し
て
、
科
挙
に
合
格
す
る
は
ず
は
な
い
。
ま
た
、
八
段
文
を
空

疏
な
も
の
、
形
式
主
義
的
な
も
の
と
非
難
す
る
の
は
、
不
当
で
は
な

い
と
し
て
も
、
八
股
文
に
期
待
す
る
も
の
が
古
聖
賢
の
語
気
・
口
気

の
再
現
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
、
当
代
、
経
書
学
修
に
お
け
る
本
領

と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
経
書
学
修
で
語
気
・
語
調
が
重
視
さ
れ
た

の
は
、
突
に
宋
明
性
理
の
学
に
お
い
て
で
あ
り
、
清
朝
考
誌
の
学
が

経
書
学
修
で
自
指
す
も
の
も
、
古
聖
賢
の
一
一
一
同
誌
の
真
実
に
迫
り
、
そ

の
ま
こ
と
の
心
を
と
ら
え
ん
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
科
挙
と
経
意
向

の
学
修
と
は
、
ほ
と
ん
ど
一
蓮
托
生
的
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
る
に
今
や
、
そ
の
科
挙
が
廃
止
さ
れ
、
千
三
百
余
年
に
わ
た

っ
て
続
い
た
制
度
が
終
駕
を
告
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
そ

こ
に
杢
る
経
路
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
前
述
の
如
く
、
そ
れ
は
、

ほ
と
ん
ど
歴
史
的
必
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
組
織
形
態
か
ら

も
、
内
容
方
法
か
ら
も
、
麓
ま
っ
て
い
た
。
の
み
な
ら
ず
、
科
挙
の

廃
止
は
、
「
時
細
部
を
補
救
」
せ
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
の
に
、
「
時
簸
」

は
つ
い
に
補
救
さ
れ
ず
、
清
朝
帝
国
は
滅
亡
し
た
。
制
度
の
更
改
と

そ
の
実
効
は
、
す
べ
て
後
に
来
た
る
政
治
体
制
に
委
ね
ら
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
科
挙
を
基
底
で
支
え
、
そ
れ
と
一
蓮

托
生
的
と
も
い
え
る
経
書
の
存
在
は
、
果
た
し
て
ど
う
な
る
で
あ
ろ

う
か
。

( 13 ) 
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経
堂
開
「
四
輩
出
」
・
「
五
経
」
が
、
経
警
の
定
立
以
後
、
長
い
間
に
わ



た
っ
て
、
中
国
人
の
精
神
生
活
の
規
範
た
る
形
で
持
続
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
既
に
、
拙
著
『
中
国
古
典
解
釈
史
・
貌
晋
篇
』
(
第
一

輩
、
第
一
節
、
一
、
中
国
精
神
史
に
お
け
る
経
書
の
意
義
、
一
九
六
回
、
動
草

書
房
〉
で
述
べ
て
お
い
た
。
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
科
挙
の
終
駕
、
経
蓄
に
基
づ
く
精
神
生
活

を
そ
の
存
続
の
根
抵
に
お
く
科
挙
が
、
清
朝
の
末
年
に
至
っ
て
廃
止

さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
に
来
た
る
中
国
人
の
精
神
生
活
の
形
に
、

変
更
を
も
た
ら
す
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
は
、
果
た
し
て
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
か
。

経
替
の
行
方
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
そ
れ
を
問
う
べ
き

段
階
に
至
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
を
論
述
す
べ
き
紙
数
は
、
も
は
や
な

い
。
以
下
、
笛
条
的
な
要
約
の
み
に
と
ど
め
た
い
。

付
科
挙
は
惰
唐
帝
国
に
始
ま
り
、
集
権
的
支
配
体
制
・
君
主
独
裁
制

と
、
和
郎
不
離
の
形
で
持
続
さ
れ
て
行
っ
た
。
科
挙
の
終
斎
、
な

い
し
そ
の
後
に
続
く
辛
亥
革
命
は
、
そ
の
支
配
体
制
の
終
駕
と
棺

即
す
る
。
清
朝
帝
国
の
滅
亡
後
、
そ
の
政
体
は
、
中
華
民
留
か
ら

中
華
人
民
共
和
国
へ
と
移
っ
た
が
、
そ
の
先
は
な
お
不
明
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
政
体
の
変
更
か
ら
直
ち
に
経
蓄
の
性
格
変
更

を
い
う
こ
と
は
、
今
ま
だ
早
い
。
少
な
く
と
も
、
伝
統
的
な
中
間

的
政
治
観
が
今
後
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
注
視
し
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。

。
科
挙
は
官
吏
登
用
試
験
制
度
で
あ
り
、
官
吏
は
長
い
間
、
土
大
夫

と
よ
ば
れ
る
読
書
人
階
震
か
ら
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
、
経
書
を

規
範
と
す
る
生
活
は
、
読
書
人
階
層
が
中
心
と
な
っ
て
持
続
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
科
挙
の
終
駕
・
辛
亥
革
命
は
、
中
国
の
社
会
階

層
か
ら
、
読
書
人
震
を
解
体
せ
し
め
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も

中
国
の
社
会
階
層
は
、
今
後
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
注

視
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

己
中
国
で
は
、
科
挙
の
終
駕
・
辛
亥
革
命
の
後
、
間
も
な
く
し
て
、

新
文
化
運
動
、
文
学
革
命
が
輿
り
、
そ
の
結
果
、
「
文
言
か
ら
白
話

へ
」
、
言
語
生
活
、
書
き
言
葉
の
改
革
が
図
ら
れ
、
そ
れ
が
定
養

さ
れ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
一
方
、
経
蓄
を
規
範
と
す
る
精
神
生

活
、
特
に
文
章
表
現
は
、
た
て
ま
え
と
し
て
文
言
に
よ
っ
て
な
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
経
蓄
の
行
方
は
、
言
語
生
活
の
変
化
と
密
接

に
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
も
今
、
安
易
な
結
論
を
下

す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

帥
そ
も
そ
も
経
蓄
が
定
若
し
た
後
、
「
経
な
る
も
の
は
、
恒
久
の
歪

送
、
不
刊
の
鴻
教
」
〈
『
文
心
離
竜
』

2
京
経
」
〉
で
あ
り
、
変
改
す
べ

か
ら
ざ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
宋
を
経
、
元
・
明
を
通

り
、
清
に
至
る
ま
で
に
、
「
伝
注
」
が
疑
わ
れ
、
「
詩
序
」
が
溺
ら

れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
経
蓄
の
本
文
そ
の
も
の
の
中
か
ら
、

「
偽
」
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
は
ま
ず
、
少
な
く
と

( 14 ) 



も
書
物
と
し
て
の
経
蓄
の
実
態
を
、
そ
の
真
相
に
お
い
て
と
ら
え

な
お
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

局
経
書
の
行
方
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
察
し
究
明
す

る
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
今
一
度
、
そ
の
根
源
に
立
ち
返
る

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
o

経
蓄
は
、
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
、

立
っ
そ
の
「
伝
注
」
を
整
え
て
定
着
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
と
。

( 15 ) 


